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教育交流部門・留学生相談室

１．はじめに

　2010年度は，昨年度体系化しながら発展させた活動

を，より充実させて展開した一年であった。複数の資

金助成を受け，またスタッフが役割を分担しながら活

動し，実現できたことである。多様なプログラムを企

画運営し発展させるために，多忙を極めた一年とも言

える。

　一方，年度末３月11日に発生した東日本大震災やそ

こから派生した原子力発電所事故等の事態は，国際教

育交流にも大きな影響を及ぼした。今後，全学・全国

レベルでの留学生受け入れに長期にわたって関与する

できごとである。国際教育交流の意味やその長期的貢

献について再検討しながら，最善の方法を探って進め

ていきたい。

２…．オリエンテーション：…
情報提供，信頼関係構築，交流促進

　留学生の渡日前から修了後にいたるまでの参加型，

交流型，日本語・英語併用オリエンテーションを継続・

充実させた。

⑴　渡日前オリエンテーション（留学生センター所属

学生対象）

　例年と同様，柴垣が事務室と協力して「入学前ガイ

ドブック」を入学予定の学生たちに送付し，ホーム

ページ上にも掲載した。留学生センターに所属する学

生たちには，渡日前からスタッフや学生たちと交流し

て信頼関係を築いていけるよう，渡日

前情報誌を作成しメール送信および郵

送した。在学中の留学生や修了生が情

報提供者として登録したため，新入

生・スタッフ・先輩学生たちが連携体

制をとることができた。新入生の空港

への迎えの有無は各受け入れ部局の判

断に任されており，留学生センターの

新入生については，研修後他大学で専門研究を行う日

本語研修生，および日本語・日本文化研修生に対して，

空港迎えの希望を聞いた。希望する学生には，チュー

ターや先輩留学生たちの協力を得て迎えを行った。

⑵　到着後オリエンテーション（留学生センター所属

学生対象）

　例年と同様，事務室と柴垣が中心となって，４月と

10月に数回に分けて行なった。事務室，相談室，日本

語教育部門の連携により順調に行なえた。

⑶　ワークショップ型オリエンテーション（全学学生

対象）

　今年度後期も留学生支援事業として予算がついた。

「日本の伝統文化」「日本の生活」「世界の言語文化」

という大きな枠を設けて様々な講座を提供した。数年

続けてきた華道講座では，教養教育院のプロジェクト

ギャラリー「clas」を会場に，華道展とワークショッ

プを実施することができた。

　他部局と連携してセッションを企画・運営したり，

学生ボランティアグループや文化サークルが主体的に

企画・運営・実施するセッションに協力したりして，

日本と世界の言語・文化を多角的に学ぶ機会を提供す

ることができた。

ワークショップの実施と内容（添付資料１，２参照）

【日本の伝統文化】

　これまで継続し発展させてきた日本の伝統文化ワー

クショップを，今年度は一部，基礎セミナー「英語で

学生支援活動の体系化と展開～留学生センター相談室活動報告

田　中　京　子　・　柴　垣　　　史

「着物」着付け

「日本舞踊」実習 「書道」参加者の作品
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学ぶ日本の文化」として授業化し，ワークショップと

授業を連携講座として開催した。開催日時を，授業時

間である前期木曜５時限目に合わせたところ，留学生

にとって出席しやすいようで，参加希望者がこれまで

より多くなった。前期授業の最後は，学生たちによる

日本文化紹介講座として公開し，ワークショップの一

環とした。後期は日も短く寒くなるため，これまでと

同様に４時限目の開催とした。

　昨年度の年報に記したように，教養教育院のプロ

ジェクトギャラリー「clas」が，展示会やワークショッ

プに格好の空間であることがわかったため，このギャ

ラリーで催しを行いたいと考えており，今年度それを

実現させることができた。

 
〈名古屋大学教養教育院プロジェクトギャラリー
 「clas」アニュアル2010，p70より〉

華道展を通じた多文化との出会い

柴　垣　　　史
（名古屋大学留学生センター相談室　アドバイザー）

　本学留学生センターでは，華道八代流の協力により

数年前から華道講座を続けており，多文化背景を持つ

受講者が講座で出会い，自己表現を楽しんでいます。

彼らの作品を講座内でとどめておくのは惜しいと思う

ようになり，講座の新たな挑戦として本展を企画しま

した。単なる視覚的な作品発表展ではなく，「多文化と

の出会い」を主題に，「自然からのいただきものを繰り

返し楽しむ」を副主題とし，学内野外観察園の協力を

得て，園内で植物や，植物の文化的背景を知ることか

ら活動を始めました。同園で頂いた植物を一部使い，

ギャラリーにて生けた華道作品は，家族・国・宇宙・

時代・情感などを表す題名が付けられましたが，まず

は鑑賞者が作品から自由に想像してもらえるよう，敢

えて題名を伏せておきました。植物が鑑賞に堪え得る

よう，時間で劣化するものを新たな材料でアレンジす

る予定でしたが，手を加え過ぎず，植物の姿・香りの変

化も作品の味わいとして鑑賞して頂くことなりました。

　本展の参加者の多くは，日本を含む複数の国籍の学

生でした。彼らと，鑑賞者，本展に関わった華道講師，

学内スタッフは，国籍だけでなく，生活や活動の場，

趣味，年齢などで生じる様々な文化を持ち合せている

人々です。作品展の一連の活動や，作品鑑賞を通じて

新たに感じたこと，発見したことが，彼らにとっての

新しい文化との出会いであり，本展が，より多くの人

にとって，新たな文化と出会うきかっけになったとし

たら幸いです。

 

【日本の生活】

・地震：今年度も環境学研究科との共同主催により，

名古屋に住む外国人留学生，研究者のための地震防

災研修会として初級レベルの講習を行なった。同研

究科山岡耕春教授と国際交流協力推進本部山口博史

講師と共に，昨年度に引き続き防災研修開発のプロ

ジェクト（総長裁量経費）を進めており，当プロジェ

クトとの連携で名古屋市港防災センターへの訪問も

２回行った。

・生活安全：千種警察署の協力指導により，事故防止

と防犯に対する知識を高めるセッションを行った。

・引っ越し：例年のように，国際交流会館の退去時期

の２～３カ月前に行ない，余裕を持って引っ越しの

準備ができるようにした。なお，名古屋大学生協が

留学生を対象とした引っ越し相談会を開催し，今後

ワークショップとの連携について検討できると思わ

れる。

【世界の言語文化】

・ランゲージシャワーは年間で23回開催した。柴垣と

学生スタッフが中心になって企画運営した。（次項

の「交流プログラム」に詳しく記す。）

学内の観察園で枝や実を採集→学内ギャラリーで生け花
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・前期は，イスラム文化会主催企画「アラビア語初級

講座」10回シリーズを共催，後期は同「初中級講座」

10回を主催して行った。毎期，修了書を発行した。

・学生支援プログラムとイスラム文化会と共同主催し

て「アラビア書道」講座も昨年度に引き続いて，４

回シリーズで開催した。

・ これまで２回協力または共催した「イスラム文化フェ

スティバル」を，今年度は留学生センターがオープ

ンフォーラムとして主催した。ICANU（名古屋大学

イスラム文化会）が会場設置や料理紹介を行い，学

びの多いフォーラムとなった。（別稿「留学生セン

ターオープンフォーラム」を参照）

⑷　交流プログラム

　留学生センター相談室では，ワークショップ以外

に，主に，学生パートナーシップ（教育交流部門によ

り1998年４月開始）と，ランゲージシャワー（詳細は

『名古屋大学国際交流グループ　2010年度活動報告書』

（名古屋大学留学生相談室，2011）を参照）の２つの交

流プログラムをコーディネートしている。

　パートナーシップは，国際交流を希望する学生の登

録により，一般学生と留学生を１対１で紹介し自由に

交流する「きっかけ」を提供するものであるが，１対

１での交流以外に，登録者の時間とニーズに合った活

動や交流が見つけられるよう，また，一般学生同士，

留学生同士でも新しい友人を見つけることができるよ

う，登録者に学内外の交流イベント，海外留学関係情

報を提供している。

　登録の際には，留学生センター相談室で簡単に面談

し，彼らがどのような交流希望を持っているかを聞

き，後のマッチングの参考としている。これまで，特

に日本人学生においては，語学力向上を交流目的とす

る登録者が多く，留学生登録者の母語やコミュニケー

ション言語を考慮するとマッチングをすすめられない

ケースが多かった。このことから，ワークショップの

世界の言語文化を学ぶプログラムの一つとして提供し

ているランゲ－ジシャワーにより，パートナーシップ

登録者の外国語でのコミュニケーションのニーズを楽

しく満たせるよう，参加者を募ってきた。

　2006年度から留学生センター所属生がチューター制

度を利用できるようになり，パートナーシップ登録者

からチューターを募集する機会も増えてきた。特に，

パートナーシップ登録をする日本人学生は学部１，２

年生の割合が多く，留学生の場合は大学院レベルの登

録者が大半であったことから，パートナーのマッチン

グが難しいという問題があった。しかし工学部入学を

目指す日韓プログラム生が，彼らと年齢の近いチュー

ターを望むことが多かったため，パートナーシップ登

録の学部１，２年生を紹介することができるように

なったのである。

　ランゲージシャワーについては，『2010年度名古屋

大学国際交流グループ活動報告書』に詳細を記してい

るが，後期からは，パートナーシップ登録者でもあっ

た留学生の協力により中国語グループもでき，英語・

中国語グループで全20数回のセッションを実施した。

プログラムへの参加リピーターが増え，内容も充実し

てきたのは，前年度から継続してこのプログラムの運

営に携わった学生たちによるところが大きかった。グ

ループとして本年度の留学生センター長顕彰を授与さ

れたことは，学内全体でこの活動の貢献度の高さが認

知された結果といえる。しかし，活動を支えてきた大

半の学生はこの３月で卒業・修了を迎えた。プログラ

ムのコーディネータとしては，次年度から活動に参加

したいと申し出のあった学生たちとノウハウを継承し

ながら，プログラムとして持続可能な新たな活動の在

り方を探っていくことになる。

３．…学生個別教育：相談

　相談室での相談活動を「個別教育」と位置づけ，名古

屋大学の留学生に限らず，在学生や他大学へ進学した学

生，地域構成員などの相談にも可能な範囲で対応した。

⑴　相談時間

　これまでと同様の相談時間確保（週７－８コマ分）

アラビア語講座ポスター アラビア書道講座ポスター
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を目処とした。相談時間を掲示し，その他の時間でも

在室中は適宜相談に対応した。電子メールでの連絡や

伝言ボックスへの連絡は常時受けられるようにした。

⑵　相談件数

　留学生センター所属生については大きな問題が寄せ

られず，来室による個別相談件数は減少したと思われ

る。電子メールでの連絡が容易に行なえることに加え

て，問題防止に役立つプログラムが充実して普段から

学生たちと接する機会が増えていること，またチュー

ターによる支援が強化され，さらにメンタル相談専門

教員による相談対応について学生たちに周知されてき

ていることも影響していると思われる。

⑶　特徴的な相談内容

　様々な相談の詳細その背景については，相談者個人

に関わることなのでここで報告することができない

が，今年度の特徴として以下を報告し，今後の活動に

活かしていきたい。

■勉学・研究

　専門研究をする配属大学・研究科について，選択肢

があるがために迷うケースが数件あった。専門分野の

教員たちの協力を得ながら，本人の人生設計の中で進

路を決定できるよう支援した。

　日本語研修期間後に別の大学で専門研究をする学生

の場合，行く先の様々な情報を必要としているため，

相談室と事務室で協力して進学先大学との連絡調整を

行った。

　論文を投稿しても掲載に至らないことから，投稿の

方法や内容，教員との関係などについて相談する学生

が複数いた。大学や研究室独特の文化と関わる事項も

あり，可能な範囲で助言・指導した。

■宿舎

　大学の国際交流会館（インターナショナルレジデン

ス山手）が新築され，今年度の入学者の多くが宿舎に

ついてこれまでより恵まれた環境を享受することがで

きた。名古屋大学生協が留学生を対象とした引っ越し

相談会を２月に初めて行ない，相談室も協力した。所

属生たちは引っ越しの必要がなかったため利用しな

かったが，他学部の学生たちが複数利用した。大学生

協の取り組みとしての検討に，今後協力できることは

していきたい。民間宿舎問題についても大きな問題が

寄せられなかった。

■医療・健康・安全

　新型インフルエンザは昨年ほどの流行はなく，マス

クの流通不足も解消された。心身の不調をきたした学

生や交通事故にあった学生は複数いたが，指導教員や

メンタルヘルス専門教員の助力もあって大きな問題に

至らず，幸いであった。

　防災関係は今後も強化する必要があり，相談室とし

ても関係プロジェクトに参加しつつ学生たちへの研修

を継続して行なっていきたい。

■家族

　家族を呼び寄せた人は数名あり，３月の震災とその

後の放射能問題は特に小さい子どもを持つ学生にとっ

ては深刻であった。また，在籍生の母国にいる家族・

友人の震災に対する不安も大きく，家族からの要望に

応じて一時帰国する学生も多くいた。

　一方，家族を呼び寄せたくても，母国の日本国大使

館で家族滞在ビザ申請が却下されるという例もあっ

た。母国では当然共に暮らす家族であっても，留学生

という身分での外国生活では，外交問題が介在してく

ることは避けられないのであろうが，当人たちにとっ

ては精神的にも苦しい状況である。

■学生組織との連携

　留学生を中心とした大学院生主催の国際・学際学会

FeedForthは，11月４日に，第５回目が開催された。今

回は留学生センター相談室は，FeedForth を学生支援

プログラム担当者に紹介したのみで，学会の企画運営

はすべて学生たちが行なった。学生支援 GP の一環「名

大版サイエンスカフェ」との連携発表も行なわれた。

主催者が期待したような数の参加者が得られなかった

が，日本人学生も含めた多国籍学生の研究発表・討論

の機会となった。主催するには時間的にも経済的にも

負担が大きいこのような学会の，今後のよりよい発展

を見守りたい。

　ICANU（名古屋大学イスラム文化会）とは，オー

プンフォーラムやアラビア語講座で協力した。金曜集

会については，今年度からは国際交流会館インターナ

ショナルレジデンス東山の会議室が１カ月ごとに予約

できるようになったが，日々の礼拝場所の確保は未だ

難しく，課題となっている。また，大学が特定の宗教
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グループに対して場所を提供することについて，学内

の法務室に相談する機会を得た。基本になる考え方は

国立大学法人としての政教分離および日本社会の信仰

の自由の保障であり，両方が尊重され守られるような

環境を整えていくことが必要である。人々の生活の根

源を成す信仰について，常に敬意を抱きながら環境整

備を進めていきたい。

■交流・研修

　パートナーシップ，ワークショップ等の参加登録な

どで相談室を訪れる学生たちは多い。その機会に，交

流や進路についての相談を受けることもある。「英語

のネイティブ話者と友だちになりたい」という希望は

多く，その理由としてネイティブ話者でなければ正し

い英語が話せないとか，ネイティブ英語を学ばなけれ

ばいけないというような思い込みがあるようである。

ネイティブ話者が学内には非常に少ないこと，ネイ

ティブ話者でなくても英語を使いこなして生活してい

る学生たちが多くいること，ネイティブ英語にこだわ

らず外国語を積極的に使って活動していけることなど

を伝えて，様々なプログラムを紹介し，参加を呼びか

けている。

■その他

　指導教員に向けた『名古屋大学教員のための留学生

受け入れハンドブック』（高等教育研究センター，2011

年３月発行）編纂チームに，田中は７月から加わった。

かねてから学内有志で活動していた「留学生研究会」

に，産休に入る留学生相談室の髙木准教授から引き継

いで参加したものである。これまで留学生たちから受

けた相談や，教員たちを対象に行われたアンケートを

参考にしながら，指導教員にとっての課題や工夫点を

検討した。12月16日に「教員として留学生にどう接す

るか‐授業や研究指導を通して」という題で研修会を

行い（留学生研究会，高等教育センター，留学生セン

ター協同主催），その後ハンドブックを編集・印刷し

た。このハンドブックの活用によって，昨年度の年報

にも記した「一般的なケースについて多くの教員たち

と情報共有」（『紀要』名古屋大学留学生センター，2010, 

p. 91-92）する体制が実現できつつあると言える。なお

「留学生研究会」は，今後も活動を続けることになって

いる。

４．学部・大学院教育：授業

　ワークショップの項で記したように，留学生セン

ター相談室が継続して企画運営してきた日本の伝統文

化に関するワークショップを，今年度は一部学部１年

生の基礎セミナーとして開講した。（本年報の「異文

化交流実践を授業にフィードバック」報告を参照）ま

た，田中は教養科目「留学生と日本」の浮葉准教授を

代表とする教員チームに例年通り参加した。

　大学院国際言語文化研究科の「異文化コミュニケー

ション論」の授業は８年目となり，田中が担当して

多文化学生チームで授業を進めた。昨年度の受講生

たちが中心となって，全学同窓会の助成金を得て，異

文化コミュニケーションの事例検討論集を編纂，印

刷した。（Tasting Japanese Culture: Through Diverse 

Inter pretations, Edited by Yasmine S. Mostafa, Nagoya 

University, 2011）

５．チューター調整・指導

　留学生センター所属の学生たちのチューター支援に

ついて，調整・指導を担当し，チュター募集，組み合わ

せ，オリエンテーション，書類請求などの業務を行っ

た。留学生センターでのチューター制度実施は５年目

となり，在学生たちへの認知度も高くなって能力の高

いチューターが集ってくるようになった。

　留学生センター所属生のうち，他大学進学予定者，

教員研修生，日本語・日本文化研修生の渡日時の空港

出迎えに関しては，出迎え希望があった学生にのみ，

チューター支援の一環として，在籍生が出迎え支援し

た。

　昼食時間の懇談会は今年度は行わなかったが，教育

学研究科の留学生専門教育教員である渡部留美講師が

中心に作成した『名古屋大学チューターハンドブック』

（名古屋大学国際交流協力推進本部，2010年11月発行）

編纂チームに田中が加わり，これまでのチューター活

動から明らかにされた課題や工夫を，チューター全体

で共有できるようにした。懇談会を開催しても多くの

チューターが同じ時間に集まるのが困難だったが，こ

のハンドブックによって知識や経験の共有が可能に

なった。
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６．地域連携講演・文化交流

　名古屋大学が位置する千種区の警察署には，従来

様々な形で学生たちへの安全指導に協力してもらっ

ており，今年度も昨年度に続いて防犯についてのセ

ミナーを行なった。特に新入生が，日本の安全神話を

過度に信じることがないよう，これまでの経験も参考

にしながら指導している。また学生集会などが，他人

によって思わぬ方向に利用されることなく行なえるよ

う，学生グループとも協力している。2009年１月から

田中は委員として警察協議会に出席し，地域・市民安

全の視点から警察に意見を伝えている。

　伝統ある地域行事において，参加した留学生が主催

者の指示とは別の行動をとったことで，受け入れ側の

人々にご迷惑をかけるということがあった。学生から

事情を聞いて，関係者に詫び状を提出することになっ

た。学生が行事の趣旨などを十分に理解していなかっ

たことや，コミュニケーションの中で誤解も生じてい

たことなどがわかり，学生はたいへん反省していた

が，相談員にとっても学ぶところが大きいできごとで

あった。

　天白生涯学習センターの，偏見や差別をなくすため

の講座に，田中は留学生と共に協力した。学生の日本

での経験やそれについての意見に，異文化コミュニ

ケーションや多文化理解の視点を入れて解釈するとい

う有意義な講義を，共同で組み立てることができた。

７．センター内委員会

・安全防災部会：今年度も総長裁量経費を受け，環境

学研究科および国際交流協力推進本部の教員と共同

で，留学生のための研修開発プロジェクトに取り組

んだ。学期に一回行う防災セミナーを継続すると共

に，昨年度作成した名古屋市港防災センターの見学

ガイドと音声ガイドを利用して，同センターでの研

修を２回行った（本年報「事業報告」を参照）。

 また，施錠等の見回りのアルバイト学生の指導・連

絡は，これまで PC 管理委員会の仕事として行って

きたが，今年度からは安全防災委員会の担当にな

り，引き続き相談室で担当した。アルバイト学生と

連絡をとりながら，夜10時まで使用されている建物

と PC 室の安全と環境整備に努めた。

・留学生ハンドブック改訂：今年度の改訂は，田中・

柴垣がとりまとめ役となって，学内関係者と協力し

ながら行なった。

・国際交流グループ報告書作成とりまとめ：学生ボラ

ンティアグループが昨年度から作成している報告書

作成のとりまとめを，今年度は髙木准教授から引き

継いで柴垣が中心に行なった。

８．学内委員会

　名古屋大学が運営する「こすもす保育園」の運営協

議会議長の任期を終え，今年度は田中は一委員となっ

た。留学生の子どもの保育についてかねてから課題に

なっているため，男女共同参画推進専門委員の立場か

ら関わっていくことになった。ハラスメント防止対策

関係の委員としても，留学生相談業務で培った知識や

経験を活かすように努めた。

９．おわりに

　2008年度に日本政府により打ち出された「留学生30

万人計画」進行最中の今年度３月に東日本大震災が起

こった。亡くなった人々の冥福を祈ると共に，被災者・

被災地域の復興を願う日々である。

　地震後，元留学生たちからいち早く，安否確認や見

舞い，協力申し出の連絡があった。その中には10年，

20年前に留学した学生たちも含まれている。留学経験

が長期にわたって彼らに影響を与えていることを実感

した。

　現在日本に留学している学生たちからも「今すぐ被

災地に行きたいが，自分の日本語力で役に立てるだろ

うか」「物資を送るにはどうしたらよいか」などの問

い合わせが相次いだ。ICANU（名古屋大学イスラム文

化会）も，震災後すぐの金曜礼拝時に募金を行い，貴

重な義捐金を大学経由で被災地に届けた。家族がどう

しても心配するので一時帰国したものの，反対を押し

切って再び日本に戻った学生たちもいた。留学してい

ることで，日本や人々への信頼が強く心に刻まれてい

る様子がよくわかった。

　個人的な経験の中でも，田中は1985年のメキシコ大

地震の時に被災地に暮らしており。多くの建物が倒壊

した中，市民が協力してボランティア活動する様子を

目の当たりにした。自分も微力ながら復興の活動に参

加し，国や人々への思いはより強いものになった。
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教育交流部門・留学生相談室

　現在日本で勉強している留学生たちにとっても，留

学先で「未曾有」とも言われるできごとを経験してい

ることは，後々まで大きな意味を持つであろう。日本

が戦後の復興と発展によって世界から注目されたよう

に，今回の震災やそこから派生する様々な問題も，国

際的な協力体制の中で解決の方向に向かい，その復興

添付資料　１
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の力が後世に受け継がれていくよう願っている。教育

交流の任務の中でも，できることを進めていきたいと

思う。

添付資料　２


